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一
、 

 

菊
池
寛
は
、
一
高
の
同
級
生
ら
が
作
っ
た
同
人
誌
、
第
三
次
「
新
思
潮
」
、

そ
し
て
第
四
次
「
新
思
潮
」
に
参
加
し
た
。
特
に
第
四
次
「
新
思
潮
」
に
載
っ

た
芥
川
龍
之
介
の
「
鼻
」
な
ど
の
作
品
が
漱
石
に
激
賞
さ
れ
た
こ
と
で
文
壇
に

デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
芥
川
や
久
米
正
雄
や
菊
池
寛
の
こ
と
を
一

般
に
は
大
正
後
期
の
文
学
グ
ル
ー
プ
「
新
思
潮
派
」
と
呼
ぶ
。 

 

し
か
し
、
一
高
の
同
級
生
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
し

た
の
に
対
し
て
、
菊
池
寛
は
、
芥
川
や
久
米
、
成
瀬
正
一
、
松
岡
譲
ら
と
第
一

高
等
学
校
で
同
級
生
で
は
あ
っ
た
が
、
マ
ン
ト
事
件
と
呼
ば
れ
る
友
人
の
窃
盗

の
罪
を
被
っ
て
、
一
高
を
卒
業
直
前
に
や
め
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
。
結
局
、
実

家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
、
友
人
成
瀬
正
一
の
父
親
の
厚
意
で
、
大
正
二
年
の
九

月
に
一
人
京
都
帝
国
大
学
へ
進
学
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

京
都
に
い
た
菊
池
が
「
新
思
潮
」
に
参
加
し
た
の
は
、
一
高
時
代
の
友
人
達

が
声
を
か
け
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
温
暖
な
瀬
戸
内
に
育
ち
、
貧
困
が
た

め
に
高
等
師
範
に
入
り
、
紆
余
曲
折
を
経
て
よ
う
や
く
憧
れ
の
一
高
に
入
学
し
、

一
高
時
代
は
弊
衣
破
帽
を
む
ね
と
す
る
バ
ン
カ
ラ
な
一
高
で
の
青
春
を
謳
歌
し 

     

て
い
た
菊
池
だ
っ
た
が
、
友
人
を
庇
う
た
め
と
は
い
え
、
そ
の
一
高
を
退
学
し
、

一
人
貧
し
く
孤
独
な
学
生
生
活
を
京
都
で
送
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
一
高
時

代
の
友
人
達
か
ら
同
人
へ
の
参
加
の
誘
い
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
か
ね
て
よ

り
創
作
者
を
夢
見
て
い
た
彼
は
早
速
第
三
次
「
新
思
潮
」
（
大
正
三
年
二
月
創

刊
）
に
毎
月
の
よ
う
に
戯
曲
や
翻
訳
を
送
り
、
第
四
次
「
新
思
潮
」
に
戯
曲
や
、

初
め
て
の
小
説
と
い
え
る
「
身
投
げ
救
助
業
」
（
大
正
五
年
九
月
）
な
ど
を
発

表
し
小
説
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
実
際
に
文
学
者

と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
芥
川
や
久
米
で
あ
っ
て
、
第
四
次
「
新
思
潮
」
時
代

の
菊
池
寛
は
注
目
を
浴
び
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
大
学
を
卒
業
後
成
瀬
氏
の
紹

介
で
生
活
の
た
め
時
事
新
報
の
記
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
彼
が
初
め
て
小
説
家
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
の
は
「
中
央
公
論
」

（
大
正
七
年
七
月
）
に
書
い
た
「
無
名
作
家
の
日
記
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
事
を
「
半
自
叙
伝
」（
「
文
藝
春
秋
」
昭
和
三
年
五
月
～
四
年
十
二

月
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 
 

あ
る
と
き
、
時
事
新
報
社
か
ら
帰
つ
て
来
る
と
、
そ
の
路
次
の
入
口
に
、 

 

自
家
用
の
人
力
車
が
止
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
頃
の
自
家
用
人
力
車
は
現
在
の
自 
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家
用
自
動
車
と
、
匹
敵
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
私
は
、(

あ
ゝ
「
中
央
公
論
」 

 
の
瀧
田
氏
だ
な)

と
直
覚
し
た
。
そ
の
頃
の
瀧
田
氏
の
文
壇
に
於
け
る
勢
威
は
、 

 

ロ
ー
マ
法
王
の
半
分
位
は
あ
つ
た
と
思
ふ
。
殊
に
、
そ
の
自
家
用
の
人
力
車 

 

は
有
名
で
あ
つ
た
。
私
は
、
家
へ
入
つ
て
見
る
と
、
瀧
田
氏
で
は
な
か
つ
た 

 

が
、
瀧
田
氏
の
命
を
受
け
た
高
野
敬
録
氏
で
あ
つ
た
。
こ
の
頃
、
「
中
央
公 

 

論
」
へ
書
く
こ
と
は
、
中
堅
作
家
と
し
て
の
登
録
を
す
ま
す
や
う
な
も
の
だ 

 

つ
た
か
ら
、
私
は
こ
の
と
き
の
嬉
し
さ
を
今
で
も
忘
れ
な
い
。 

 
 

こ
の
と
き
、
高
野
氏
に
手
交
し
た
の
が
、「
無
名
作
家
の
日
記
」
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
「
黒
潮
」
と
い
ふ
雑
誌
に
寄
稿
し
た
も
の
だ
が
、「
黒
潮
」
の
廃
刊 

 

に
依
つ
て
、
私
の
手
許
に
帰
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
瀧
田 

 

氏
が
よ
ん
で
、
そ
の
中
の
一
人
物
を
芥
川
で
は
な
い
か
と
思
ひ
、
私
が
芥
川 

 

に
対
す
る
反
感
を
書
い
た
の
で
は
な
い
と
思
ひ
、
心
配
し
て
芥
川
に
訊
い
た 

 

と
の
事
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
瀧
田
氏
の
杞
憂
で
あ
つ
た
。 

  

こ
の
瀧
田
樗
蔭
の
杞
憂
問
題
は
後
で
触
れ
る
と
し
て
、
こ
の
作
品
が
菊
池
に

と
っ
て
文
壇
に
本
格
的
に
打
っ
て
出
る
意
欲
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
予
想
が
あ
た
っ
て
、
彼
は
新
進
作
家
の
道
を
歩
み
だ
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

菊
池
寛
は
後
年
通
俗
小
説
作
家
と
な
っ
て
大
成
功
し
、
「
文
藝
春
秋
」
を
創

刊
し
、
文
壇
の
大
御
所
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
界
の
大
立
者
と
な
っ
て
、
実
業
家

と
し
て
も
成
功
し
た
稀
有
な
文
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
面
ば
か
り
が
注
目
を
浴

び
、
芥
川
な
ど
と
の
交
友
関
係
が
触
れ
ら
れ
る
事
は
あ
っ
て
も
、
文
学
者
と
し

て
の
菊
池
寛
は
今
ま
で
あ
ま
り
注
目
を
浴
び
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

 

彼
の
初
期
の
作
品
で
は
、
「
忠
直
卿
行
状
記
」
（
「
中
央
公
論
」
大
正
七
年
八

月
）
や
「
恩
讐
の
彼
方
に
」（「
中
央
公
論
」
大
正
八
年
一
月
）
な
ど
の
よ
う
な

テ
ー
マ
小
説
と
「
父
帰
る
」（「
新
思
潮
」
大
正
六
年
一
月
）
な
ど
の
戯
曲
が
現

在
で
は
一
般
に
有
名
で
あ
る
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
る
事
は
無
い

が
、
最
初
は
「
啓
吉
物
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
自
伝
的
作
品
が
注
目
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
菊
池
寛
の
啓
吉
物
と
総
称
さ
れ
る
一
群
の
短
編
小
説

の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
啓

吉
物
と
称
さ
れ
る
自
伝
的
作
品
は
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

文
壇
を
席
巻
し
、
長
く
日
本
の
近
代
文
学
の
純
文
学
の
代
表
的
形
態
と
し
て
続

い
て
い
く
、
田
山
花
袋
の
「
蒲
団
」（
明
治
四
十
年
）
や
島
崎
藤
村
の
「
春
」（
明

治
四
十
一
年
）
な
ど
の
作
品
に
は
じ
ま
る
自
然
主
義
的
な
私
小
説
と
は
一
線
を

画
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

 

 

菊
池
寛
は
「
半
自
叙
伝
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

私
の
文
学
趣
味
は
、
こ
の
間
に
養
は
れ
た
。
図
書
館
に
通
ひ
出
し
て
か
ら 

 

は
、
そ
こ
に
在
る
小
説
と
い
ふ
小
説
は
、
大
抵
読
ん
だ
わ
け
だ
つ
た
。
だ
が
、 

 

私
は
中
学
の
四
年
の
と
き
、
庭
球
の
選
手
に
な
つ
た
。
そ
の
た
め
に
、
私
は 

 

一
時
文
学
の
方
を
遠
ざ
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
中
学
を
出
て
か
ら
二
年
間
も 
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亦
文
学
を
顧
る
暇
が
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
非
常
に
い
ゝ 

 
こ
と
だ
つ
た
。
私
は
、
三
四
年
間
文
学
に
遠
ざ
か
つ
ゝ
た
め
に
、
そ
の
当
時 

 

文
壇
を
風
靡
し
て
ゐ
た
自
然
主
義
の
影
響
を
殆
ど
受
け
な
か
つ
た
。
私
が
若 

 

し
、
そ
の
三
四
年
間
、
文
学
に
執
心
だ
つ
た
ら
、
き
つ
と
自
然
主
義
の
使
徒 

 

に
な
り
、
到
底
文
壇
に
出
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
青 

 

年
時
代
に
、
そ
の
時
の
文
壇
の
影
響
を
あ
ま
り
に
受
け
す
ぎ
る
と
云
ふ
こ
と 

 

は
、
そ
の
時
代
の
文
壇
の
ス
ワ
ン
・
ソ
ン
グ
に
な
つ
て
も
、
次
ぎ
の
時
代
の 

 

文
壇
に
は
出
ら
れ
な
い
や
う
な
気
が
す
る
。
私
は
、
自
然
主
義
に
親
し
ま
な 

 

か
つ
た
た
め
に
、
そ
の
次
ぎ
の
文
壇
に
顔
を
出
し
得
る
要
素
を
蓄
積
す
る
こ 

 

と
が
出
来
た
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
。 

  

つ
ま
り
、
菊
池
寛
の
自
伝
的
小
説
、
一
見
す
る
と
私
小
説
で
あ
る
よ
う
に
み

え
る
こ
の
一
群
の
啓
吉
物
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
明
ら
か
に
自
然
主
義
の
影
響

の
下
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品

群
は
作
者
の
ど
の
よ
う
な
意
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う

ど
発
表
時
期
が
重
な
っ
て
く
る
、
藤
村
の
姪
と
の
関
係
を
告
白
し
た
「
新
生
」

（
「
東
京
朝
日
新
聞
」「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
正
七
年
五
月
一
日
～
翌
八
年
十
月

二
十
四
日
連
載
）
や
私
小
説
作
家
・
葛
西
善
蔵
「
子
を
つ
れ
て
」（「
早
稲
田
文

学
」
大
正
七
年
三
月
）
な
ど
の
自
然
主
義
的
な
私
小
説
と
ど
の
よ
う
に
違
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

同
じ
仲
間
の
芥
川
が
、
あ
え
て
自
ら
の
私
生
活
か
ら
は
遠
い
所
に
彼
の
テ
ー

マ
を
託
す
素
材
を
探
し
て
出
発
し
て
い
っ
た
の
と
は
菊
池
の
場
合
は
対
照
的

な
の
で
あ
る
。 

 

従
来
、
菊
池
寛
の
啓
吉
物
は
他
人
を
見
る
よ
う
に
自
己
を
見
つ
め
る
客
観
性

が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
内
実
を
詳
し
く
検
証
さ
れ
る
こ
と
は
か
っ
て
な
か
っ
た
。 

 

啓
吉
物
の
特
徴
を
捕
ら
え
る
こ
と
は
、
菊
池
寛
と
い
う
文
学
者
の
特
徴
を
問

い
直
す
事
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
を
考
え
て
い
く
に

あ
っ
た
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
現
在
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
無
い
菊
池
寛
の
啓
吉
物
と

い
う
作
品
を
本
稿
で
は
少
し
具
体
的
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

そ
の
事
を
考
え
て
い
く
前
提
と
し
て
ま
ず
、
菊
池
の
啓
吉
物
と
は
ど
の
よ
う

な
作
品
を
具
体
的
に
指
し
て
い
る
の
か
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。 

 
 

 
 
 
 

二
、 

 

啓
吉
物
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
菊
池
寛
の
ど
の
作
品
が
そ
れ
に
当
た
る
の

か
は
厳
密
に
は
特
定
し
に
く
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
啓
吉
と
称
さ
れ
る
主
人

公
及
び
啓
吉
と
似
た
名
前
の
主
人
公
も
し
く
は
登
場
人
物
が
作
者
・
菊
池
寛
と

思
わ
れ
る
も
の
、
及
び
大
正
十
三
年
二
月
に
玄
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
啓
吉

物
語
』
に
所
収
さ
れ
た
作
品
と
定
義
し
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
作

品
を
作
品
時
代
順
に
次
に
列
挙
し
て
み
る
。
〈 

〉
が
主
人
公
名
で
あ
り
、
簡

単
な
内
容
を
つ
け
く
わ
え
た
。 

 



茨女短大紀 No.30(2003)3-4 

 
「
悪
魔
の
弟
子
」
（
「
帝
国
文
学
」
大
正
七
年
一
月
発
表
）、〈
近
藤
啓
吉
〉、 

 
 
 

友
情
と
い
う
名
の
偽
善
を
描
く
。 

 
 
 
 

 

○
「
無
名
作
家
の
日
記
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
七
年
七
月
）〈
俺
、
富
井
〉、
山 

 
 
 

野
―
芥
川
、
桑
田
―
久
米
、
京
都
時
代
の
鬱
屈
し
た
友
人
へ
の
気
持
ち 

 
 
 

を
描
い
た
話
。 

○
「
青
木
の
出
京
」（「
中
央
公
論
」
大
正
七
年
十
一
月
）〈
雄
吉
〉、
青
木
―
佐 

 
 
 

野
、
近
藤
家
―
成
瀬
家
、
マ
ン
ト
事
件
の
話
。 

○
「
大
島
が
出
来
る
話
」（「
新
潮
」
大
正
七
年
六
月
）〈
譲
吉
〉、
近
藤
家
―
成 

 
 
 

瀬
家
、
成
瀬
夫
人
へ
の
思
い
。 

 

「
死
者
を
嗤
ふ
」（「
中
央
文
学
」
大
正
七
年
六
月
）〈
啓
吉
〉、
江
戸
川
に
浮 

 
 
 

か
ん
だ
溺
死
者
の
死
体
を
引
き
上
げ
る
作
業
を
物
見
高
く
見
物
す
る 

 
 
 

群
衆
心
理
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
。 

○
「
父
の
模
型
」（
「
新
潮
」
大
正
七
年
十
月
）〈
啓
吉
〉、
長
女
誕
生
の
話
。 

 

「
愛
嬌
者
」
（
「
文
章
倶
楽
部
」
大
正
七
年
十
一
月
）〈
啓
吉
〉
と
夕
刊
売
り 

 
 
 

の
少
年
、「
道
を
訊
く
女
」
と
同
主
題
。
だ
ま
さ
れ
て
い
る
ほ
う
が
い 

 
 
 

い
こ
と
を
し
て
や
っ
た
と
い
う
快
感
の
中
に
居
ら
れ
る
。 

○
「
盗
人
を
飼
う
」（「
新
家
庭
」
大
正
八
年
一
月
）〈
啓
吉
〉、
盗
癖
の
あ
る
女 

 
 
 

中
の
話
。 

○
「
葬
式
に
行
か
ぬ
訳
」（「
新
小
説
」
大
正
八
年
二
月
）〈
富
井
雄
吉
〉、
近
藤 

 
 
 

家
―
成
瀬
家
、
京
都
時
代
の
苦
い
思
い
出
。 

○
「
我
鬼
」（
「
新
小
説
」
大
正
八
年
三
月
）〈
彼
〉、
電
車
の
中
で
老
婆
に
席
を 

 
 
 

譲
る
事
に
関
し
て
の
話
。 

 

「
た
ち
あ
な
姫
」
（
「
太
陽
」
大
正
八
年
四
月
）〈
私
、
新
聞
記
者
・
木
村
〉 

 
 
 

―
ロ
シ
ア
革
命
の
悲
劇
の
皇
女
と
間
違
え
る
話
。 

○
「
ま
ど
つ
く
先
生
」（
「
文
章
世
界
」
大
正
八
年
五
月
〈
木
村
健
吉
〉、
近
藤 

 
 

 

哲
夫
―
佐
野
、
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
試
験
を
延
期
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、 

 
 
 

先
生
の
娘
さ
ん
が
危
篤
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
話
。 

 

「
小
説
『
灰
色
の
檻
』」（
「
中
央
公
論
」
大
正
八
年
七
月
）〈
富
井
啓
吉
―
作 

 
 
 

家
〉、
フ
ァ
ン
の
杉
村
中
尉
が
持
っ
て
き
た
小
説
を
買
っ
て
欲
し
い
と 

 
 
 

い
う
話
。 

 

「
友
と
友
の
間
」（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
八
年
八
月
十
八
日
～
十
月
十
四 

 
 
 

日
連
載
）〈
木
村
雄
吉
〉、
久
野
―
久
米
、
杉
村
―
松
岡
、
漱
石
の
木
曜 

 
 
 

会
で
の
疎
外
感
と
久
米
の
失
恋
事
件
。 

 

「
簡
単
な
死
去
」（
「
新
潮
」
大
正
八
年
十
月
）
主
人
公
「
木
村
雄
吉
」
新
聞 

 
 
 

社
の
同
僚
の
急
死
の
こ
と
ー
身
近
な
人
が
死
ん
で
も
自
分
が
生
き
て 

 
 
 

い
る
こ
と
を
喜
ぶ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
。 

 

「
神
の
如
く
弱
し
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
九
年
一
月
）〈
雄
吉
〉、
河
野
―
久 

 
 
 

米
、
吉
岡
―
松
岡
、
久
米
の
失
恋
事
件
の
後
日
談
。 

○
「
出
世
」（
「
新
潮
」
大
正
九
年
一
月
）〈
譲
吉
〉、
―
図
書
館
で
の
下
足
番
と 

 
 
 

の
再
会
。 

○
「
盗
者
被
盗
者
」
（
「
中
央
公
論
」
大
正
九
年
四
月
）〈
淳
吉
〉
夫
婦
物
、
着 

 
 
 

物
を
盗
ま
れ
た
話
。 
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○
「
祝
盃
」（
「
電
気
と
文
藝
」
大
正
九
年
九
月
）〈
啓
吉
〉、
久
野
―
久
米
、
青 

 
 
 

木
―
佐
野
、
佐
野
と
の
再
会
を
書
い
た
も
の
。
「
青
木
の
出
京
」
に
似 

 
 
 

て
い
る
。 

○
「
妻
の
非
難
」（
「
人
間
」
大
正
十
年
一
月
）〈
敬
吉
〉、
通
俗
小
説
に
変
わ
っ 

 
 
 

た
事
へ
の
妻
の
反
応
に
つ
い
て
の
逸
話
。 

○
「
啓
吉
の
誘
惑
」
（
「
新
潮
」
大
正
十
年
一
月
）〈
啓
吉
〉
夫
婦
物
。
女
中
に 

 
 
 

な
っ
た
フ
ァ
ン
の
女
性
の
話
。 

○
「
Ｒ
」（「
野
依
雑
誌
」
大
正
十
年
六
月
）〈
木
村
啓
吉
〉、
京
都
時
代
の
先
生 

 
 
 

と
牡
蠣
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る
話
。 

 

「
流
行
児
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
十
年
六
月
）〈
小
説
家
・
木
村
健
〉、
彼
の 

 
 
 

戯
曲
を
「
流
行
児
（
は
や
り
っ
こ
）」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
の
不
安
を
書 

 
 
 

い
た
も
の
。 

○
「
将
棋
の
師
」（
「
新
小
説
」
大
正
十
年
十
月
）〈
彼
〉、
京
都
時
代
の
将
棋
の 

 
 
 

師
だ
っ
た
床
屋
を
訪
ね
る
話
。 

 

「
中
傷
者
」（
「
新
潮
」
大
正
十
一
年
一
月
）〈
小
説
家
・
木
村
健
〉、
地
方
の 

 
 
 

講
演
会
で
の
こ
と
。 

 

「
悪
因
縁
」
（
「
新
小
説
」
大
正
十
一
年
三
月
）〈
木
村
啓
吉
〉、
「
小
説
「
灰 

 
 
 

色
の
檻
」」
の
後
日
談
。 

○
「
肉
親
」
（
「
新
潮
」
大
正
十
二
年
一
月
）
〈
私
、
寛
〉
、
次
兄
に
関
す
る
話
。 

○
「
盗
み
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
十
二
年
九
月
）〈
私
〉、
少
年
時
代
の
盗
み
に 

 
 
 

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。 

○
「
従
妹
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
十
二
年
四
月
）〈
私
〉、
従
妹
へ
の
ほ
の
か
な 

 
 
 

思
い
と
再
会
後
の
変
貌
。 

○
「
天
の
配
剤
」（
発
表
誌
不
明
）〈
自
分
〉、
京
都
時
代
に
劇
場
で
財
布
を
取 

 
 
 

ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
後
懸
賞
文
に
入
賞
し
た
話
。 

 

「
微
苦
笑
」
（
「
中
央
公
論
」
大
正
十
三
年
五
月
）〈
木
村
啓
吉
〉
、
他
山
野
、 

 
 
 

野
田
、
三
井
、
講
演
先
の
大
阪
で
女
に
誘
惑
さ
れ
か
か
っ
た
話
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
○
印
は
『
啓
吉
物
語
』
所
収
の
作
品
） 

  

以
上
三
十
一
編
を
一
応
本
稿
で
は
啓
吉
物
と
呼
ん
で
お
こ
う
と
思
う
。
主
人

公
の
名
は
見
て
の
通
り
、
啓
吉
で
は
な
く
、
敬
吉
、
雄
吉
、
譲
吉
、
木
村
と
い

う
作
家
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
「
私
」
と
し
て
、
直
接

作
者
が
エ
ッ
セ
イ
風
に
登
場
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
敬
吉

と
主
人
公
が
な
っ
て
い
て
も
明
ら
か
に
主
人
公
が
作
者
・
菊
池
寛
と
は
関
係
な

い
と
思
わ
れ
る
作
品
（
「
海
の
中
」
）
、
及
び
、『
啓
吉
物
語
』
に
所
収
さ
れ
な
か

っ
た
、
「
私
」
と
な
っ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
風
の
小
品
（
「
マ
ス
ク
」
「
或
る
日
来

た
人
達
」
な
ど
）
は
あ
え
て
は
ず
し
た
。 

  
 
 

三
、 

 

 
啓
吉
物
の
最
初
と
思
わ
れ
る
の
は
「
悪
魔
の
弟
子
」（
「
帝
国
文
学
」
大
正
七

年
一
月
発
表
、
『
恩
を
返
へ
す
話
』
大
正
七
年
八
月
、
春
陽
堂
刊
所
収
）
と
い

う
作
品
で
あ
る
。
雑
誌
「
帝
国
文
学
」
は
明
治
二
十
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
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関
係
者
が
集
ま
っ
て
「
共
に
文
学
を
研
究
し
兼
ね
て
親
睦
を
厚
う
す
る
」
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
帝
国
文
学
会
が
主
体
に
な
っ
て
翌
二
十
八
年
一
月
か

ら
大
正
九
年
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
雑
誌
で
あ
り
、
大
正
四
年
九
月
号
に
は
芥
川
の
「
羅
生
門
」

が
載
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
雑
誌
に
菊
池
は
大
正
六
年
二
月
に

「
道
を
訊
く
女
」
と
い
う
小
品
を
載
せ
て
い
る
。
第
三
次
「
新
思
潮
」
に
誘
わ

れ
た
菊
池
は
学
生
編
集
委
員
で
あ
っ
た
芥
川
や
久
米
ら
の
紹
介
で
「
帝
国
文

学
」
に
も
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
一
個
の
若
い
理
想
主
義
者
で
あ
っ
た
啓
吉
は
、

此
の
学
校
へ
入
学
が
許
さ
れ
た
時
に
は
，
本
当
に
欣
ん
だ
。
と
云
う
ふ
の
は
、

此
の
学
校
の
校
風
が
厳
粛
で
真
面
目
で
啓
吉
の
理
想
に
シ
ッ
ク
リ
と
合
つ
て

居
た
か
ら
だ
。」
と
い
う
一
文
で
始
ま
っ
て
い
て
、「
北
海
道
の
、
あ
る
私
立
学

校
の
教
師
の
子
ど
も
」
と
い
う
設
定
な
ど
を
見
る
と
啓
吉
は
、
そ
の
ま
ま
作

者
・
菊
池
寛
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
の
は
難
し
い
。
何
よ
り
、
菊
池
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
は
な
い
し
、
四
国
高
松
出
身
で
北
海
道
出
身
で
は
な
く
、
父
親
は
小

学
校
の
庶
務
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、
こ
の
作
品
は
『
啓
吉
物
語
』

に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
啓
吉
物
の
最
初
で
あ
る
こ
の
作
品
は
そ
れ

以
降
の
作
品
と
同
様
に
作
者
の
体
験
が
影
を
色
濃
く
落
と
し
た
作
品
な
の
で
あ 

る
。
舞
台
と
な
っ
て
い
る
「
此
の
学
校
」
は
東
京
の
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い 

る
の
で
一
高
と
も
思
わ
れ
る
が
、
大
学
の
よ
う
に
も
設
定
さ
れ
て
あ
い
ま
い
化 

さ
れ
て
い
る
。
貧
し
い
啓
吉
に
さ
り
げ
な
く
寄
宿
料
を
立
て
替
え
て
く
れ
た
り 

す
る
「
京
都
の
豪
商
の
家
に
育
っ
た
所
謂
、
坊
」
で
あ
る
、
医
科
に
学
ぶ
最
も 

年
少
の
お
と
な
し
い
「
布
施
」
は
、
菊
池
の
高
松
中
学
時
代
の
年
少
の
友
人
や
、 

菊
池
を
常
に
経
済
的
に
救
っ
て
く
れ
た
親
友
・
成
瀬
正
一
の
影
も
感
じ
ら
れ
る
。 

 

日
頃
『
友
情
の
真
諦
』
を
説
く
啓
吉
は
、
実
家
へ
帰
っ
た
布
施
が
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
重
態
に
な
っ
た
事
を
知
り
、
仲
間
が
用
立
て
て
く
れ
た
汽
車
賃
で
京
都

ま
で
駆
け
つ
け
る
が
、
そ
の
車
中
、
自
分
の
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
行
動
に
自
ら
酔
い
、

親
友
の
死
に
悲
し
む
自
分
の
姿
に
感
動
す
る
布
施
の
両
親
の
姿
な
ど
を
想
像

し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
予
想
に
反
し
て
布
施
は
持
ち
直
し
、
啓
吉

の
見
舞
い
に
感
謝
し
涙
す
る
の
だ
っ
た
が
、
啓
吉
の
涙
は
、
親
友
の
死
を
思
っ

た
自
分
自
身
の
「
自
責
の
涙
」
だ
っ
た
。 

 

こ
の
作
品
は
、
作
品
中
に
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
菊
池
が
大
学
時
代
に
傾
倒

し
て
い
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
「
悪
魔
の
弟
子
」
と
い
う
作
品
が
ヒ
ン
ト

に
な
っ
て
出
来
た
作
品
で
あ
り
、
友
情
と
い
う
名
の
偽
善
を
描
い
た
作
品
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
実
は
色
濃
く
マ
ン
ト
事
件
が
尾
を
引
い
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
こ
の
主
人
公
・
啓
吉
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
一
高
の
と
き
に
最
も
親
し
か
っ
た
佐
野

文
夫
の
肩
代
わ
り
を
し
て
一
高
を
や
め
た
事
件
の
真
相
を
、
長
崎
と
い
う
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
青
年
に
た
だ
ひ
と
り
打
ち
明
け
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
前
に
簡
単
に
一
高
時
代
の
マ
ン
ト
事
件
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
啓
吉
物
の
代
表
的
な
物
の
一
つ
「
青
木
の
出

ぼ
ん 
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京
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 
青
木
の
モ
デ
ル
は
佐
野
文
夫
と
い
う
人
物
で
、
白
皙
で
狂
的
な
と
こ
ろ
の
あ

る
才
気
煥
発
な
佐
野
に
菊
池
は
深
く
惹
か
れ
て
い
た
。
彼
が
授
業
を
サ
ボ
る
と

菊
池
が
代
返
を
し
て
教
師
の
質
問
に
ま
で
彼
の
代
わ
り
に
答
え
る
の
で
外
国

人
の
教
師
が
彼
を
佐
野
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

あ
る
日
佐
野
が
友
人
の
妹
と
デ
ー
ト
に
出
か
け
る
た
め
一
高
生
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
マ
ン
ト
を
着
て
行
き
た
い
と
思
っ
た
が
、
彼
も
菊
池
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
佐
野
は
寄
宿
舎
の
ほ
か
の
部
屋
へ
行
っ
て
、
友
達
の
マ
ン
ト
を

借
り
て
き
た
と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
。
そ
の
数
日
後
お
金
が
無
く
て
困
っ
た
と

き
に
、
そ
の
マ
ン
ト
を
一
時
的
に
質
草
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
彼

の
代
わ
り
に
菊
池
が
マ
ン
ト
を
着
て
質
屋
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
数
日
後
、
マ

ン
ト
の
盗
難
事
件
が
持
ち
上
が
り
、
菊
池
が
疑
わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き

佐
野
が
外
出
し
て
い
た
た
め
、
菊
池
は
抗
弁
せ
ず
、
帰
っ
て
き
た
佐
野
に
話
す

と
、
教
育
関
係
者
の
子
弟
で
あ
っ
た
佐
野
は
非
常
に
う
ろ
た
え
た
。
そ
れ
で
、

菊
池
は
、
ど
う
せ
貧
乏
な
自
分
は
こ
れ
以
上
学
資
も
続
か
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
佐
野
の
身
代
わ
り
に
窃
盗
の
罪
を
着
て
一
高
を
辞
め
た
の
だ
っ

た
。 

 

し
か
し
、
菊
池
は
自
分
が
身
代
わ
り
に
な
っ
た
こ
と
を
た
だ
一
人
、
敬
虔
な

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
友
人
・
長
崎
太
郎
に
だ
け
打
ち
明
け
た
。
潔
癖
な
長
崎

は
義
憤
を
感
じ
て
校
長
に
菊
池
の
無
実
を
訴
え
、
一
高
で
は
再
調
査
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
菊
池
を
呼
び
出
し
た
が
、
彼
は
前
言
を
翻
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
、

あ
く
ま
で
自
分
が
し
た
と
言
い
張
り
、
彼
の
放
校
は
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
菊

池
は
一
人
京
都
へ
進
学
し
た
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
長
崎
の
行
為
に
よ
っ
て
佐

野
の
行
跡
が
学
校
側
に
ば
れ
て
、
佐
野
の
父
親
が
上
京
し
佐
野
も
休
学
処
分
を

受
け
、
父
親
と
い
っ
た
ん
郷
里
へ
帰
さ
れ
た
。
最
終
的
に
佐
野
は
皆
よ
り
遅
れ

て
一
高
を
卒
業
し
、
東
大
の
独
文
科
に
入
学
し
た
が
、
成
瀬
ら
の
努
力
も
空
し

く
菊
池
の
東
大
へ
の
進
学
は
許
さ
れ
ず
、
一
人
京
都
へ
行
っ
た
の
だ
っ
た
。 

 

関
口
安
義
氏
（
注
一
）
や
片
山
宏
行
氏
（
注
二
）
に
よ
る
と
、
長
崎
太
郎
氏

宛
の
菊
池
の
書
簡
や
長
崎
氏
の
日
記
が
見
つ
か
り
、
マ
ン
ト
事
件
直
後
菊
池
が

執
拗
に
長
崎
氏
を
糾
弾
す
る
手
紙
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

数
年
後
に
京
都
大
学
で
再
会
し
た
と
き
に
は
確
執
は
無
く
な
っ
て
い
た
と
は

言
う
も
の
の
、
マ
ン
ト
事
件
の
直
後
は
、
長
崎
の
行
為
を
自
分
の
佐
野
へ
の
好

意
を
無
に
し
て
し
ま
う
行
為
と
し
て
激
し
く
非
難
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
菊
池
の
佐
野
へ
の
友
情
以
上
の

同
性
愛
的
な
恋
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
京
都
で
の
孤

独
な
生
活
は
自
ら
の
行
為
の
空
し
さ
を
菊
池
に
痛
感
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
だ

っ
た
。 

 

こ
の
作
品
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
長
崎
の
友
情
の
名
の
下
の
偽
善
を
描

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
佐
野
が
結
局
、
後
に
同
じ
よ
う
な
窃
盗
事
件
を
起
し
て

東
大
を
退
学
し
て
し
ま
う
に
及
ん
で
、
自
ら
の
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
友
情
自
体
に
疑

問
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
が
こ
の
作
品
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
啓
吉
物
語
』
に
所
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
菊
池
の
啓
吉
物
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の
原
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 

 
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
大
正
七
年
一
月
と
い
う
時
期
は
、
前
年
に
素
封
家
の

娘
と
結
婚
し
菊
池
は
長
年
の
生
活
苦
か
ら
脱
出
し
、
彼
が
真
面
目
に
新
聞
記
者

生
活
を
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
よ
う
や
く
自
分
を
苦
し
め
た
一
高

時
代
の
友
情
と
い
う
名
の
恋
に
区
切
り
を
つ
け
る
た
め
に
、
こ
の
作
品
を
書
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
菊
池
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
自
由
奔
放
な
青
春
に

見
切
り
を
つ
け
、
家
庭
を
持
っ
た
彼
は
こ
の
頃
か
ら
堅
実
な
生
き
方
を
選
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
の
所
産
が
啓
吉
物
な
の
で
あ
る
。 

  
 
 

四
、 

 

菊
池
寛
の
出
世
作
と
な
っ
た
「
無
名
作
家
の
日
記
」
は
、
東
京
に
残
っ
た
高

校
の
友
人
達
に
嫉
妬
す
る
京
都
で
孤
独
な
学
生
生
活
を
送
る
主
人
公
の
日
記

体
の
小
説
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
中
央
公
論
」
の
瀧
田
氏
が
「
芥
川

さ
ん
に
悪
く
な
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
誰
の
目
に
も
モ
デ
ル

が
明
ら
か
に
書
か
れ
て
い
て
、
芥
川
と
思
わ
れ
る
友
人
・
山
野
は
「
自
分
の
秀

れ
た
資
質
を
、
自
分
よ
り
劣
つ
た
者
に
比
較
し
て
、
其
処
か
ら
生
ず
る
優
越
感

で
以
つ
て
、
自
分
の
自
信
を
培
つ
て
居
る
と
云
ふ
、
性
質
の
悪
い
男
」
と
さ
れ
、

執
拗
に
悪
辣
に
描
か
れ
、
挙
句
に
は
、
最
後
に
「
山
野
な
ん
か
の
作
品
な
ん
か

は
今
十
年
も
す
れ
ば
、
蚯
蚓
に
だ
つ
て
嗤
は
れ
な
く
な
る
の
だ
。
」
と
い
う
呪

詛
で
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
私
小
説
全
盛
期
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
け
ば
、

瀧
田
氏
で
な
く
て
も
気
に
し
な
い
ほ
う
が
お
か
し
い
。
主
人
公
に
冷
た
い
大
学

の
中
田
博
士
も
明
ら
か
に
上
田
敏
が
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
上
田
氏
は
逝

去
し
て
お
り
、
問
題
に
な
る
心
配
は
無
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
芥
川
た
ち

の
反
応
を
編
集
者
が
気
に
し
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
こ
そ
、

菊
池
の
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
自
然
主
義
的
な
私
小
説
の
逆
手

を
取
る
こ
と
が
、
文
壇
で
目
を
引
く
方
法
だ
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
読
者
は

作
者
の
身
辺
暴
露
を
期
待
し
、
そ
れ
に
刺
激
的
に
応
え
な
が
ら
、
菊
池
の
得
意

と
す
る
テ
ー
マ
を
明
確
に
託
し
て
い
く
。
啓
吉
物
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
菊
池

の
テ
ー
マ
小
説
の
一
つ
の
方
法
論
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
同
時
に
、
彼
が
そ
こ
に
居
た
場
所
へ
の
決
別
宣
言
と
も
な
っ
て
い
る

と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
無
名
作
家
の
日
記
」
を

書
く
事
に
よ
っ
て
、
菊
池
は
彼
の
暗
い
京
都
時
代
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
彼
は
「
無
名
作
家
の
日
記
」
に
よ
っ
て
、

文
字
通
り
無
名
作
家
時
代
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

「
青
木
の
出
京
」
と
い
う
作
品
も
、
東
京
の
街
で
の
偶
然
の
佐
野
と
の
再
会

か
ら
、
菊
池
は
マ
ン
ト
事
件
に
自
ら
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う

側
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
京
都
時
代
を
通
じ
て
長
く
尾
を
引
い
た
マ
ン

ト
事
件
、
そ
の
自
ら
の
青
春
の
蹉
跌
に
別
れ
を
告
げ
る
と
い
う
こ
と
が
新
進
作

家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
菊
池
に
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
う
い
う
よ
う
に
見
て
い
く
と
詳
述
は
紙
面
の
関
係
で
避
け
る
が
、
啓
吉
物

の
多
く
が
そ
の
よ
う
な
過
去
へ
の
決
別
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 
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「
大
島
の
出
来
る
話
」
は
、
自
ら
を
慈
し
ん
で
く
れ
た
成
瀬
夫
人
へ
の
哀
悼

と
同
時
に
、
成
瀬
家
に
世
話
に
な
り
続
け
た
自
ら
の
過
去
へ
の
決
別
を
そ
の
中

に
含
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

「
父
の
模
型
」
は
、
自
分
に
似
て
醜
く
生
ま
れ
た
長
女
を
可
愛
く
思
う
よ
う

に
な
る
話
で
、
そ
の
中
に
は
彼
が
長
く
引
き
ず
っ
て
き
た
容
貌
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
へ
の
決
別
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

「
葬
式
に
行
か
ぬ
訳
」
は
上
田
敏
博
士
と
の
出
会
い
と
香
典
を
も
用
意
で
き

な
い
自
分
を
描
く
事
で
、
そ
の
中
に
は
貧
し
く
暗
い
京
都
時
代
へ
の
決
別
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

「
ま
ど
っ
く
先
生
」
は
、
日
頃
高
校
時
代
の
英
国
人
先
生
を
困
ら
せ
る
よ
う

な
悪
戯
を
得
意
に
な
っ
て
近
藤
と
い
う
悪
友
と
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
先
生
が

娘
さ
ん
を
亡
く
す
と
い
う
悲
し
み
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
愚
か
さ
を
描
い
て

い
る
。
こ
れ
も
、
佐
野
と
つ
る
ん
で
得
意
に
な
っ
て
い
た
一
高
時
代
の
愚
か
さ

へ
の
決
別
を
含
ん
で
い
る
と
見
る
事
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

「
妻
の
非
難
」
は
通
俗
小
説
の
世
界
へ
入
っ
て
い
こ
う
と
す
る
菊
池
の
決
意

と
迷
い
へ
の
決
別
を
含
ん
で
い
る
。 

 

「
肉
親
」
や
「
従
妹
」
は
自
分
の
身
近
な
人
々
へ
の
別
れ
を
含
ん
で
い
る
し
、

「
盗
み
」
は
彼
が
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
き
た
少
年
時
代
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
称

し
た
遊
び
に
よ
る
嫌
な
思
い
出
と
共
に
、
窃
盗
の
罪
を
着
た
マ
ン
ト
事
件
へ
の

決
別
も
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

菊
池
寛
の
啓
吉
物
は
主
に
、
彼
が
前
に
進
ん
で
い
く
た
め
に
過
去
を
捨
て
て

い
く
過
程
と
し
て
排
泄
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
側
面
も
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
か
れ
は
、
せ
み
の
抜
け
殻
の
よ
う
に
啓
吉
物
を
書
く
事
に
よ
っ
て
前
へ

前
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

  
 
 
 

五 

 

「
無
名
作
家
の
日
記
」
で
、
菊
池
が
瀧
田
氏
に
「
芥
川
さ
ん
に
悪
く
な
い
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
て
芥
川
が
気
を
悪
く
す
る
こ
と
は
無
い
、
と
断
言
し
た
こ

と
を
思
え
ば
、
菊
池
の
啓
吉
物
と
称
さ
れ
る
作
品
は
、
明
ら
か
に
創
作
で
あ
る

と
い
う
了
解
が
彼
の
友
人
間
に
出
来
あ
が
っ
て
い
た
と
も
読
め
る
が
、
「
友
と

友
の
間
」（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
八
年
八
月
十
八
日
～
十
月
十
四
日
）
や
「
神

の
如
く
弱
し
」（
「
中
央
公
論
」
大
正
九
年
一
月
）
な
ど
は
、
久
米
正
雄
は
こ
れ

を
読
ん
で
ど
う
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
や
は
り
慮
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
久

米
自
身
が
漱
石
の
長
女
筆
子
と
親
友
松
岡
譲
と
の
三
角
関
係
の
結
末
を
書
い

た
「
破
船
」
を
発
表
し
た
の
は
大
正
十
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
菊
池
寛
の
こ
れ

ら
の
小
説
は
そ
れ
に
二
年
以
上
先
立
つ
の
で
あ
る
。
仮
名
に
し
て
あ
っ
た
と
し

て
も
誰
の
目
に
も
主
人
公
が
久
米
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
の
よ
う
な
小

説
を
何
故
菊
池
は
新
聞
に
連
載
し
た
の
か
。
自
然
主
義
に
否
定
的
だ
っ
た
菊
池

の
こ
の
よ
う
な
暴
露
的
な
身
辺
小
説
の
意
味
は
何
な
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

後
の
「
文
藝
春
秋
」
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
、
そ
れ
は
文
壇
と
云
う
物
が
現
代
の
芸

能
界
の
よ
う
な
存
在
で
、
当
時
急
増
し
て
い
た
中
流
読
者
層
の
興
味
が
文
学
者

の
楽
屋
落
ち
的
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
菊
池
が
こ
の
よ
う
な
作
品
を
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書
い
た
理
由
は
、
作
者
の
暴
露
的
私
生
活
を
求
め
て
い
る
読
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

精
神
か
ら
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
私
生
活
を
暴
露
す

る
の
で
は
な
く
、
こ
と
さ
ら
親
し
い
友
人
を
愚
か
で
哀
れ
な
人
物
に
描
く
よ
う

な
作
品
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
菊
池
寛
と
い
う
人
物
を
考
え
る
と
き

に
は
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
晩
年
、
広
津
和
郎
が
「
女
給
」
で
菊
池
を
モ
デ

ル
に
描
い
た
と
き
、
怒
り
狂
っ
た
菊
池
を
思
う
と
余
計
に
疑
問
を
持
つ
の
で
あ

る
。
文
壇
の
大
御
所
に
な
っ
た
の
で
名
声
に
傷
が
つ
く
こ
と
を
恐
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
人
の
悪
口
は
言
い
放
題
だ
が
、

人
に
悪
口
を
言
わ
れ
る
と
非
常
に
怒
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
間
は
ど
の
時
代

に
も
、
ど
の
世
の
中
に
も
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
芥
川
や
久
米
の
性
格
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
結
局
彼
等
は
怒
る
こ

と
は
無
い
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
他
の
啓
吉
物
で

あ
る
「
悪
因
縁
」
（
「
新
小
説
」
大
正
十
一
年
三
月
）
の
中
の
次
の
文
で
あ
る
。 

  
 

彼
は
、
中
尉
が
停
職
に
な
っ
た
こ
と
が
、
自
分
の
責
任
か
し
ら
と
思
っ
て 

 

見
た
。
そ
れ
に
は
、
モ
デ
ル
問
題
か
ら
考
へ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

小
説
家
が
、
自
分
の
周
囲
に
展
開
し
て
来
る
人
生
を
小
説
に
か
く
。
自
分
と 

 

接
触
し
て
来
る
人
と
、
自
分
と
の
交
渉
を
小
説
に
か
く
。
そ
れ
は
、
啓
吉
の 

 

創
作
の
主
義
か
ら
云
え
ば
、
必
然
で
か
つ
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
、 

 

小
説
を
自
分
達
が
、
い
か
に
生
活
し
た
か
と
云
う
こ
と
の
報
告
書
だ
と
思
っ 

 

て
い
た
。
馬
触
る
れ
ぱ
馬
を
斬
り
、
人
触
る
れ
ば
人
を
斬
る
。
自
分
の
生
活 

 

に
触
れ
て
来
た
も
の
は
、
そ
れ
を
書
く
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
又
当
然
で
あ 

 

る
と
思
っ
た
。
自
分
に
接
触
し
て
来
る
人
生
、
そ
れ
を
描
か
な
い
で
、
何
処 

 

に
作
家
の
材
料
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
舷
に
、
一
人
の
文
学
志
望
の
軍
人
が
あ 

 

り
、
そ
れ
が
啓
吉
を
訪
ね
て
来
た
。
そ
の
男
の
態
度
を
、
啓
吉
は
卑
し
い
と 

 

見
た
。
そ
れ
を
啓
吉
は
小
説
に
書
き
表
は
し
た
。
鏡
の
前
に
、
お
か
し
な
格 

 

好
を
し
て
近
寄
る
奴
が
悪
い
の
だ
。
そ
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
映
す
鏡
が
悪
い 

 

の
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
う
考
え
た
。 

  

こ
れ
は
、
先
に
発
表
し
た
「
小
説
『
灰
色
の
檻
』
」
（
「
中
央
公
論
」
大
正
八

年
七
月
）
と
い
う
作
品
の
後
日
談
で
あ
る
。
啓
吉
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
と
い
う
軍

人
の
青
年
か
ら
小
説
を
送
ら
れ
、
比
較
的
よ
く
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
返
事
を

書
く
と
、
そ
の
青
年
が
訪
ね
て
き
て
、
啓
吉
が
想
像
し
て
い
た
の
と
は
全
く
違

う
貧
相
な
彼
が
、
親
が
病
気
の
上
、
新
婚
の
妻
を
か
か
え
て
、
窮
乏
の
お
り
か

ら
ど
う
し
て
も
至
急
お
金
が
い
る
の
で
こ
の
作
品
を
ア
イ
デ
ア
料
と
し
て
買

っ
て
欲
し
い
と
い
う
。
三
十
円
な
ら
と
啓
吉
が
提
案
す
る
が
そ
れ
で
は
足
ら
な

い
と
い
う
。
そ
れ
で
、
啓
吉
は
直
接
雑
誌
社
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
を
す
す
め
、

紹
介
状
を
書
い
た
。
し
か
し
、
結
局
三
十
円
を
そ
の
雑
誌
社
が
出
す
と
い
っ
て

く
れ
た
も
の
の
社
長
が
急
病
で
会
え
な
か
っ
た
た
め
、
啓
吉
の
と
こ
ろ
へ
三
十

円
で
い
い
か
ら
と
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
だ
が
、
軍
人
ら
し
さ
の
な
い
、
そ
の
卑

屈
さ
を
不
快
に
思
っ
た
啓
吉
は
結
局
彼
を
追
い
返
し
、
あ
と
で
雑
誌
社
か
ら
送
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ら
れ
て
き
た
彼
宛
の
三
十
円
も
雑
誌
社
に
返
し
た
。 

 
以
上
が
「
小
説
『
灰
色
の
檻
』」
の
内
容
で
あ
る
。「
啓
吉
は
、
誰
で
も
こ
の

中
尉
に
、
自
分
と
同
様
に
接
す
れ
ば
、
屹
度
自
分
と
同
じ
よ
う
に
、
感
情
を
傷

つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
云
う
確
信
で
、
こ
の
小
説
を
書
い
た
」
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
世
評
で
は
、
啓
吉
の
態
度
が
冷
た
す
ぎ
る
と
批
判
的
で
あ
っ

た
こ
と
に
驚
く
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
が
も
と
で
、
モ
デ
ル
に
な
っ
た
そ
の
中

尉
が
軍
隊
を
辞
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
き
た
手
紙

を
読
ん
で
の
感
想
が
先
の
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
は
、
何
故
菊
池
が
身
辺
小
説
を
書
い
た
か
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い

る
。 

 

「
自
分
に
接
触
し
て
来
る
人
生
、
そ
れ
を
描
か
な
い
で
、
何
処
に
作
家
の
材 

 

料
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」 

 

こ
れ
こ
そ
が
菊
池
寛
が
啓
吉
物
を
書
い
た
一
つ
の
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
小
説
を
書
く
こ
と
で
モ
デ
ル
に
し
た
人
物
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
と
信
じ
て
い
る
強
さ
、
ま
た
、
自
分
の
感
性
や
判
断
の
正
し
さ
を
決
し
て

疑
わ
な
い
強
さ
が
菊
池
寛
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
自
虐
的
に
身
辺
小
説

を
書
く
私
小
説
作
家
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
。 

 

親
友
芥
川
の
よ
う
に
漱
石
を
も
高
く
評
価
し
な
か
っ
た
菊
池
が
最
も
高
く

評
価
し
て
い
た
の
が
志
賀
直
哉
で
あ
っ
た
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
識

は
、
強
靭
な
自
我
意
識
を
持
っ
て
身
辺
小
説
を
書
い
て
い
た
志
賀
直
哉
に
最
も

近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
菊
池
が
生
ま
れ
つ
き
経
済
的
に

恵
ま
れ
て
い
た
ら
、
志
賀
の
よ
う
な
心
境
小
説
を
書
い
て
い
っ
た
か
も
し
れ
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
菊
池
は
こ
の
あ
と
純
文
学
を
捨
て
て
お
金
に
な
る
通

俗
小
説
作
家
に
転
身
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
菊
池
の
啓
吉
物
の
中
の
、
少
年

や
老
婆
と
の
町
で
の
出
会
い
を
書
い
た
身
辺
雑
記
的
な
「
我
鬼
」
や
「
道
を
訊

く
女
」
や
「
愛
嬌
者
」
な
ど
を
見
る
と
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。 

 

大
正
十
三
年
三
月
に
『
啓
吉
物
語
』
を
刊
行
し
た
あ
と
、
「
微
苦
笑
」
と
い

う
作
品
の
最
後
に
啓
吉
は
菊
池
の
作
品
か
ら
姿
を
消
す
。
「
文
藝
春
秋
」
の
編

集
が
忙
し
く
な
っ
た
の
と
、
長
編
通
俗
小
説
に
彼
が
転
身
し
て
い
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
彼
の
啓
吉
物
の
中
の
身
辺
雑
記
は
「
文
藝
春
秋
」
の
コ
ラ
ム
「
話
の
屑

籠
」
に
な
り
、
そ
し
て
、
彼
自
身
を
描
い
た
自
伝
的
な
啓
吉
物
は
あ
る
意
味
で

最
も
完
成
し
た
形
と
し
て
「
半
自
叙
伝
」
と
し
て
結
実
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。

「
半
自
叙
伝
」
は
作
家
が
書
い
た
自
伝
と
し
て
は
無
類
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

た
ん
た
ん
と
し
た
簡
潔
な
自
己
語
り
に
は
、
告
白
と
い
う
気
負
い
や
衒
い
が
全

く
無
く
、
一
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
半
自
叙

伝
」
と
「
或
る
阿
呆
の
一
生
」
を
並
べ
て
み
る
ま
で
も
無
く
、
芥
川
と
同
じ
「
新

思
潮
派
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
二
人
は
全
く
対
照
的
な
作
家
だ
っ
た
こ
と
が
、
菊

池
の
啓
吉
物
を
見
て
い
く
事
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 
 （

注
一
） 

関
口
安
義
『
評
伝
成
瀬
正
一
』
（
平
成
六
年
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー 

 
 
 
 
 

ス
ク
ー
ル
出
版
部
） 

（
注
二
） 
片
山
宏
行
『
菊
池
寛
の
航
跡
』
（
平
成
九
年
、
和
泉
書
店
） 


